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１ 前回の御報告［概要］ 

○国が想定している「率先導入目標」（公共施設の約５０％に太陽光発電設備を設置）を 

 平塚市も実行していく予定である。 

○本件はそのために必要な導入可能性調査であり、成果品は以下を予定している。 

①建物特性ごとの実行性と事業採算性及び費用効率性の傾向分析 

②本市の課題・特性を踏まえた太陽光発電設備の導入に係る考察 

③太陽光等再エネ設備導入ロードマップの作成 

④区域施策編及び事務事業編の改定に関連する事項のまとめ 

⑤域内で循環する資金額・エネルギー代金の域外流出抑制額等の分析 

○中間報告においては、陸屋根（コンクリート）は課題が多く、傾斜屋根（金属）の施工可 

能性が高いとの結果となっている。引き続き、詳細調査を進めていく。 

 

２ 最終報告［概要］ 

○構造計算が詳細に残っており、かつ、掴み金具にて設置可能な傾斜屋根（金属屋根）が 

最も単価が安く、第三者所有モデルでの導入可能性が高い。 

○陸屋根（コンクリート）は、工法を複数検討することで、設置可能と判断可能な場合が 

多いが、老朽化の激しい公共施設では、施工前の全体防水が必須であり、防水工事と一体 

的に太陽光発電設備を設置可能な業者（若しくはジョイント・ベンチャー）に発注する必 

要がある。しかしながら、単価としては高価になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＬＥＤ電灯をはじめとする省エネ機器の今後の導入を考慮しながら、太陽光発電設備の設 

置を計画する必要がある。（学校施設だと、参考値でマイナス２１％程度である。） 

（報告事項）公共施設における太陽光発電設備設置に係る導入可能性調査結果の概要について 
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○安定的に再生可能エネルギーを得るには、今後の電力に係る市況（エネルギー市場・容量 

市場金の転嫁・カーボンプラシングの開始年度など）を考慮する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○損益分岐点を設定した上で、優先順位を整理しながら、太陽光発電設備を設置してくこと 

が重要であり、ロードマップの基本的な考え方になる。 

優先 

順位 
耐用残年数 設置可能容量目安 推奨モデル 屋根形状優先順位 

条件 1 21 年以上 50kW 以上 PPA or 自己所有 

① 折半屋根（金属） 

② 傾斜屋根（金属） 

③ スレート屋根 

④ 陸屋根（コンクリ

ート） 

⑤ 曲面屋根 

⑥ 大波スレート屋根 

⑦ その他 

 

 

 

条件 2 21 年以上 10kW 以上 50kW 未満 PPA or 自己所有 

条件 3 17 年以上 21 年未満 50kW 以上 PPA or 自己所有 

条件 4 17 年以上 21 年未満 10kW 以上 50kW 未満 PPA or 自己所有 

条件 5 21 年以上 10kW 未満 リース or 自己所有 

条件 6 17 年以上 21 年未満 10kW 未満 リース or 自己所有 

条件 7 12 年以上 17 年未満 50kW 以上 リース or 自己所有 

条件 8 12 年以上 17 年未満 10kW 以上 50kW 未満 リース or 自己所有 

条件 9 12 年以上 17 年未満 10kW 未満 設置しない 

条件 10 7 年以上 12 年未満 容量降順 設置しない 

条件 11 7 年未満 容量降順 設置しない 

 

３ 今後の展開 

○調査でリスト化した太陽光発電設備の導入に係る優先順位を踏まえ、今後、分かりやすく 

図示化（マップ化）していく。 

○3/15 に環境省補助金「重点対策加速化事業」に申請を行った。本補助金を活用しながら、 

小中学校を中心とした２５の公共施設に今後５年間で集中的に太陽光発電設備を設置し 

ていくことを目指す。 

○併せて、市内外への波及効果を創出し、市域の創エネルギーの機運を高めていく。 


